
 

 だんだんと寒さが和らいで春が近づいて来ましたね。例年以上に厳しい寒さが襲った地域もありましたから、 

暖かな季節の到来は本当に嬉しいものですね。さて、そんな３月の行事といえば、女の子の健やかな成長を祈る 

「ひな祭り」や、バレンタインのお返し「ホワイトデー」、そして、女性の平等な社会参加を目指す「国際婦人デー」

など、何かと女性にまつわるものが並んでいます。この「国際女性デー」は日本ではややマイナーな行事ですが、 

国によっては男性が女性に花をプレゼントしたり、女性同士が称え合う習慣が根付いていたりするそうです。この 

「国際女性デー」は昨年で創設から 101 周年を迎えたそうですが、その際、イギリスの新聞社が「女性が○○する

のに最高な国・最低な国ランキング」を調査し発表しています。例えば、『女性として生きるのに最高な国』の１位

は「アイスランド」になっています。アイスランドは政治、教育、雇用、医療などの各分野で、男女格差もないため

女性が生きやすいそうです。また、「女性が余暇を楽しめる国」の１位は「デンマーク」。デンマークは家事などの 

無償労働に費やす時間が、男性よりもたった１時間程多いだけで、これは家庭内の男女平等の結果とも言えるのでは

ないでしょうか。デンマーク以外の国の女性は、男性よりもはるかに多い無償労働をしているそうです。さて、この

ランキングの中で日本が１位になったのはなんと２つありました。１つ目は「女性が長生きするのに最高な国」。 

日本の女性の平均寿命は 87 歳。これは日本の男性の寿命よりも 7 年も長いですが、実は諸外国では男女間の平均

寿命にそれ程の差はないそうです。長生きの秘訣は食生活や環境など様々な要因も考えられますが、とにかく日本女

性はすごく元気なんですね！！そしてもう１つは「女性が企業のトップに立つのに最低な国」。この順位が最高の国

であるタイは、女性最高幹部の割合が 45％を占めるのに対し、日本は何とたったの 8％で世界最下位。女性の社会

進出が進む昨今ですが、日本ではまだまだ「女性は家庭」という文化が根強いのかもしれませんね。男女が協力し合

ってより良い世の中になってくれたらいいですね。 
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